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【本領域の目的】 

顕在化しつつある地球規模での海洋環境の変化

に対して、海洋生態系やその物質循環がどのよう

に応答するのか、人類が海洋から受けてきた恵み

がどのように変化するのか、さらに、持続的発展

が可能な海洋利用をどのように図っていくのかは、

現在の科学における重要な課題である。 

これらに取り組むには、広大な海洋を、その生

態系と物質循環のまとまりから整合性のあるサブ

システムに分けることが必要である。従来の生物

地理学では、極域、亜寒帯、亜熱帯、熱帯、沿岸

域等の区系に大雑把に分けてきたが、近年、従来

知られていなかった区系の存在が明らかになりつ

つある。本領域は、太平洋を対象に特に知見の乏

しい中央-西部太平洋に重点を置いて、

１.新たな海洋区系を確立して、それぞれの区系に

おける物質循環と生態系の機能を解明し、

２.その成果をもとに、人類に様々な恵みをもたら

す社会共通資本としての海洋の価値を区系ごと

に評価する。従来、価値評価の空白域であった

公海に重点を置く。さらに、

３.得られた科学的基盤をもとに、海洋の持続的な

利用のためのガバナンスに必要な国際的合意形

成における法的経済的枠組みを提示する、

ことを目的とする。

【本領域の内容】 
一般に、「海の恵み」は水産物とほぼ同義にとら

えられるが、それ以外にも酸素の供給と二酸化炭

素の吸収などの大気成分の調節作用や、排水など

老廃物の処理や毒物の無毒化、安らぎをもたらす

景観の維持など、我々は様々な生態系の物質循環

機能を恵みとして享受している。こうした恵みを

担保しているのは海洋生態系の生物多様性であり、

多様性の保全は恵みの持続的な利用に他ならない。

本領域は、生態系の構造や物質循環機能に関する

知見の乏しい外洋域、特に公海に重点を置いた自

然科学的研究と、恵みを持続的に利用するために

必要なガバナンスのあり方について社会科学的に

取り組む文理融合の研究を進める（図１）。 

外洋域はあまりに広大であるため先行研究が扱

い切れてこなかったこれまでの経緯をふまえて、

最新の海洋学的知見に基づいて区分けしたサブシ

ステム毎に研究を進める。すなわち、海を区分け

し、海を動かす仕組みを知り、海と人との関係か

ら、新しい海の約束を作る。これら一連の活動に

より、将来にわたる海の利用を展望した新たな海

洋像を提示する。 

図１ 領域の構成 

【期待される成果と意義】 

太平洋の海洋区系について生態系構造と物質循

環についての知見の集積、すなわち新たな海の基

本台帳を作ることが最も大きな成果となる。この

基本台帳は、温暖化の影響評価や海洋酸性化など

の海洋生態系モデルを使った研究の基盤的データ

ベースとして予測精度の向上に貢献すると期待さ

れる。さらに、基本台帳は区系という枠を提供す

ることにより、サブシステム毎の機能の価値評価

を可能にし、気候調節作用など海洋生態系の非市

場性価値の評価や気候工学における海洋利用の是

非など、社会科学的な議論の進展に貢献する。

現在、200 海里経済水域の区割りが自然科学的

な背景をもたない状況において、公海における資

源利用をめぐり先進国と途上国の対立が進んでい

るが、あらたな基本台帳は、国際関係論などの分

野において何が衡平な配分であるのかを研究する

客観的なベースとなる。

【キーワード】 

生態系サービス：ecosystem service の直訳で、生

態系が提供する、食料供給や気候の安定など人間

が生きていくために必要で役立つものの総称。本

領域では、この語として「恵み」を用いる。

【研究期間と研究経費】 

平成 24 年度－28 年度 
695,100 千円


